O 全ロセンサー搭載 

I ^ Itz ンヴーコン □ 
パロブ パステー7： 化 


PA-308ACG-R 

PA-308ACG-L 

PA-308ACV-R 

PA-308ACV-L 



取扱説明書 家庭用 


このたびはガステーブルをお求めいただをま 

して、ありがとうございまず。 

参正しく安全にお使いいただくために、ご使用前 
にこの「取扱説明書」を必ず最初から順番にお 
読みいたださ、よく理解してくださるようお願 
いいたします。また、この「取扱説明書」をい 
つでちすぐに取り出せるところに大切に保管し 
ておいて < ださい。 

•この「取扱説明書」に書かれている内容!;(外で 
はご使用にならないでください。 

•取扱説明書を紛失された場合はお近くの当社ま 
でお問い合わせください。 
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を部のなまス 

取扱説明書中の図は PA-3 日 8ACG-R、PA-3 日 8ACV-R のご紹介となっております。 

PA-3 日 8ACG-L、PA-3 日 8ACV-L は強火カバーナび左、標準バーナびちについています。 


グリル排気□カバ’ 

左コン□(標準パ’ーナ） 

煮こぼれカバーリング（左コン □) 
トッププレート 
乂力調節つまみ（左コン □) 

操作部（下記. P 2 参照） 

電池交換サイン 
電池ケース 


□ックつまみ（左コン □) 
操作ボタン（左コン □) 

焼網-焼網台 
グリル取っ手 
グリル扉 
グリル受け皿 


グリル排気 □ 

煮こぼれカバーリング 
(ちコン □) 

ちコン □ (強乂 カバー ナ） 
ごと< 

乂力調節つまみ（ちコン □) 
乂力調節つまみ（グリル） 

銘板 （ガス種の確認） 



操作部（下記. P 2 参照） 

操作ボタン（グリル） 
□ックつまみ（ちコン □. グリル） 
操作ボタン（ちコン □) 

点乂確認ランプ 
操作ボタン 

な広大図） 


■操作部について 


◎ PA - 308 ACG - R 、 PA - 308 ACV - R の操作部 

* 強乂力 y くーナびち側、標準 y (—ナび左側の器具です。 


コン□タイマー 

左ち 

■ 

ホホ 


0 200 c 

0180 〇炊飯 
0160 〇湯沸 


百邱縱 I iisiiiii 


ofTi 


r 6^ 


グリルタイマー 


センサー解除中は揚けちの調理を 
しないでください。 

〇 〇 
3秒巧し 


〇切き〇強め 

譯瓷端 Ms 


—1 + 

(6^ 


◎ PA - 308 ACG 丄、 PA - 308 ACV 丄の操作部 

* 強乂力 y (—ナび左側、標準 y (—ナびち側の器具です。 


コン□タイマー 

ちも 

センサー解陈中は揚げちの調理を 

分 

しないで< ださい。 

3が巧し 

阿鹽 

imS 1湯沸1 

ofTi 

f 6^ 


グリルタイマー 

020 0 °c 〇切き〇強め 

0180 〇炊飯〇姿焼〇標準 
0160 〇湯沸〇干物〇弱め ■分 

鹽鹽 



















































































































【操作部のなまえ】 ※イラストは強乂カバーナびち側、標準バーナび左側の器具になります。 


湯沸表示ランプ(標準ノ (ーナ側） 


標準バーナ側の「湯沸かし機 
旨則設定時に点灯します。 




コン□タイマー表示部 


コン□タイマーの時間を表示 
しよ 9 〇 



コン□タイマー表示ランプ ' 


コン□タイマー設定時に点灯 
しよ 9 〇 



グリルタイマー表示部 


グ U ルタイマーの時間を表示 
します。また、エラー発生時 
にエラーコードや発生部位コ 
ードを表示します。 



オートメニュー表示ランプ 


オートメニュー設定時に点灯 
します。 

V J 


焼き加減表示ランプ 

焼さ加減設定時に点灯します。 



20〇で I 

-^180 i 炊飯 
-^160 ^湯沸 


鹽 


11 


r66 ] 


センサー解除中は揚 
しないでください。 


3秒押し 


ブちの調 I 里を 


^切身 
^姿焼 


k 強め 
標準 


^干物弱め 


をンヴー 

J 即も 


湯沸 


[ 666 ] 


画 


焼き 

加藝 J 


グリルタイマー 

華 


電池交換サイン 


乾電池の交換時期びお 
づくと点灯します。 


炊飯/湯沸キー 


「炊飯機能」-「湯沸かし機能」 
のいずれかを設定時に使用しま 
す。（標準バーナのみ） 

一] 9〜22ぺージ参照 


焼き加減キー 


オートメニュー使用時に焼さ 
加減の調節びでさます。 

^27ぺージ参照 


タイマー切換キー 


タイマーを設定するコ 
ン□を選択でさます。 
^23ぺージ参照 

V J 



揚げちの表示ランプ 


「揚げわの温度調節機能」 
設定時に点灯します。 

V J 




揚げらのキー 


「揚げわの温度調節機能」設定 
時に使用します。 

(標準バーナのみ） 

一18ページ参照 

V J 


センサー解除キー（長押し） 


「センサー解除機能」設定時に 
使用します。（強乂カバーナのみ） 
一17ページ参照 




オー トメ ニューキー 


魚を自動的に焼さ上げたいと 
さに使用します。 

^27ぺージ参照 

V J 


「+」卜」キー 


グ U ルタイマーの時間 
を設定でさます。 

V J 




「+」「-」キー 


コン□タイマーの時間 
を設定でさます。 

V J 


湯沸 キー 


「湯沸かし機能」設定時に使 
用します。（強火カバーナのみ） 

一 21ページ参照 

V J 
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特長 


※操作ボタン戻し忘れのお知！5せについて 

湯沸かし機能、炊飯機能、コン□タイマー機能、グ U ルタイマー機能び作動し自動消 
火した場合や、安全装置び働さ自動消火した場合は、操作ボタンを押し戻して消火操 
作をしてください。そのまま操作ボタンを戻し忘れると、 ] 分毎に"ピー•ピ ー• ピー’ 
と 3 回ブヴーび鳴り、点乂確認ランプを点滅させてその箇所をお知らせします。 


コン□部（標準パーナ•強义カパーナ）の主な特長 

■省エネ J レ幸一高効率コン□バーナ 

(標準バーナ、強乂カバーナ） 

従来のコン□に比べ、熱効率び大幅に向上していま 
すのでガス代を節約でさます。 

■立消え安全装置 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

風や煮こぼれなどで炎び消えたとさに自動的にガス 
を止めます。 

■消し忘れ消乂機能 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

万一の消し忘れのために、点乂後、コン□は約] 2 □分 
で自動消火します。高温での調理び続いた場合には、 

約 3 日分で自動消火します。 

■天ぷ5油過熱防止機能 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

調理油の過熱を防止するために、温度センサーび消 
乂温度になると自動的にガスを止め消火します。 

■焦げつを消乂機能 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

煮物などの調理時になべ底び焦げつさはじめると自 
動消火します。（なべの材質、調理物の種類、火力 
によって焦げの程度は異なります。） 

■センサー解除機能 

(強火力 y くーナのみ） 

煎りわの料理など高温び必要な調理の場合には、セ 
ンヴー解除機能を設定してください。 

■揚げもの温度調節機能 

(標準バーナのみ） 

天ぷらなどの揚げわの調理をするとさに、油の温度 
を己段階 （]6日〜2日日む） のいずれかに一定に保ち 
ます。 

■炊飯機能 

(標準バーナのみ） 

自動的に炊飯し、炊さあびり後に自動消火します。 
その後、むらしのために]日分間表示ランプ「炊飯」 

び点滅します。 

■湯沸かし機能 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

沸騰後、自動的に弱火になり、その後 5 分間保温し 
て、自動消火します D 

■コン□タイマー機能 

(標準バーナ、強火カバーナ） 

どちらか 1 箇所のコン□で]〜 99 分まで設定でさま 
す。設定した時間び経過すると自動消火し、ブヴー 
でお知らせします。 

グリル部の主な特長 

■遠赤外線直乂焼水なしグリル 

従来はグ U ル庫内の発火予防のためにグ U ル受け皿 
に水を入れる必要びありました。本製品はグ U ル受 
け皿に水を入れずに使用でさるので焼物びこんびり 
焼さ上びります。さらに、グ U ル庫内の広い両面焼 
さグ U ルで、一度にたくさんのお魚をムラなく素早 
く焼さ上げます。また、従来のグ U ルに比べ、熱効 
率び大幅に向上していますので、ガス代を節約でさ 
ます。 

■才ートメニューモード【自動調理】 

生魚の姿身*切り身や干物などをオートメニューキ 
一と焼さ加減キーを設定するだけで自動で焼さ上げ 
てくれるので、誰にでも簡単に調理することびでさ 
ます。 

■マニュアルモード【手動調理】 

設定した時間び経過するとグ U ルを自動消火し、ブ 
ヴーでお知らせします。 

■立消え安全装置 

風などで炎び消えたとさに自動的にガスを止めます。 

■消し忘れ消乂機能 

万一の消し忘れのために、グ U ルは最大約 15 分で 
自動消火します。 

■フレームトラップ【グリル排気口遮炎装置】 

万ーグ U ル庫内で炎び上びっても、フレームトラッ 
プびグ U ル排気□より炎びあ而れ出すのを抑制し、 
火災を未然に防ざます。 

■グリル過熱防止装置 

グ U j レ庫内の温度び異常に高くなった場合に自動消 
火します。 
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ままに正し < お使いいただ < ために 

化ずお守り<ださい 

製品を正しくお使いいただくためや、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するためにこの取扱説 
明書および製品への表示では、いろいろな絵表示をしています。その表示と意昧は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本夕をお読みください。 


A ち巧 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、または 
火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または 
火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害のみ 
の発生び想定される内容を示しています。 


絵表示について次のよラな意味びあります。 

G ® ® 

一般的な禁止乂気禁止 接触禁止 


® 底〇 © 

分解禁止 発乂注意 必ず巧う 換気必要 


广 A ぉ换 

■ガス漏れ時使用厳禁 

ガス漏れに気付いたとさはガス事業者（供給業者）の 
処置び終わるまでの間、絶対に火を付けたり電気器具 
(換気扇その他）のスイッチの入•切や電源プラグの 
抜さ差しおよび周辺で電話を使用しないで<ださい。 

炎や火花で引火し、爆発事故を起こすことびあります。 




①すぐに使用をやめ、ガス栓を閉める。 
(つまみのないガス栓の場合はガス 
栓から接続具をはずす） 

③窓や戸を開け、ガスを外へ出す。 

③おおくのガス事業者まで連絡する。 








广 A 警告 

■機器の銘板に表示してあるガス種 
(ガスグループ）の適合を確認ずる 

表示のガス種び一致しないと不完全燃焼による一酸化 
炭素中毒になったり、爆発着火でやけどをしたり、機 
器び故障する場合びあります。特に転居した場合は必 
ずガス種び一致しているか確認してください。 

* おわかりにならない場合または合っていない場合は 
お買い上げの販売店かお近くのガス事業者までご連 
絡ください。 
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型式名 

I LP ガス I ガス消費量 
製造年•月-製造ま号製造事業者名 

V_ _ _ J 


型式名 I 都市ガス用 I 
I ガスグループ I ガス消費量 
製造年•月-製造ま号製造事業者名 



■絶巧に改造-分解は行わない 

改造-分解は一酸化炭素中毒やガス漏れなどの思わめ 
事故や故障、火災の原因になります。 


、 ソノ 
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必ずお守 D < ださい 


警告^- — 

■乂をつけたまま機器か！5絶巧に離れない、 
就寝、外出をしない 

料理中のものび焦げたり燃えたりして火災の原因 
になります。とくに天ぷら、揚げものをしている 
とさは注意してください。グ U ルを消し忘れると 
調理中のわのに火びつくことびありますので注意 
してください。 




■異常時.緊急時の処置 


① 点火しない場合または、使用中に異常な燃焼、 
臭気、異常音を感じた場合、使用途中で消火し 
た場合、地震、乂災など緊急の場合はただちに 
使用を中止し、ガス栓を閉じる。 

(つまみのないガス栓の場合はガス栓から接続具 
をはずす。） 

② 「故障かな？と思ったら」に従い処置する。 

③ 上記の処置をしても直らない場合は使用を中止 
しお買い上げの販売店かお近<の当社まで連絡 
する。 



■機器の上や周囲には可燃物や引乂物を置 
かない、近づけない 

ペットボトル、調理油などは火災の原因になりま 
す。また、スプレー吿やカセットコン□用ボンべ 
などは、熱でスプレー吿内の圧力び上がりスプレ 
一吿び爆発するおそれびあります。 

•機器の下に新聞紙やビニールシートなどの可燃 
物を敷かないでください。また、電源コードを 
通さないでください。火災の原因になります。 

■グリル排気□の上にタオル、ふきんなど 
をのせない 

不完全燃焼や乂災の原因になります。 



■ガス接続 

ガス用ゴム管（ソフトコード）を使用する場合は、 
検査合格マークまたは JIS マークの入っているもの 
を使用し、赤線まで差し込んでゴム管止めでしっ 
かり止める 

ガスコードを使用する場合は、ス U ムプラグおよ 
びガスコードの取扱説明書に従って、正し<接続 
する 

①継ぎ足しやこ又分岐は絶対にしない 
③機器の上や下を通さない 

③ 他の熱源などの高温部に触れない 

④ 折れ、ねじれ、引っ張りなどのないようにする 
⑥接続□にミちれやごみびないようにする 


•正しく接続されないとガス漏れの原因になります。 
•ガス用ゴム管、ガスコード iu 外は耐义性に欠け 
ガス漏れの原因になります。 



■機器の周囲では引乂のおそれのあるものを 
使用しない 

スプレー、ガソ U ン、ベンジンなどは、引火して 
火災のおそれびあります。 



■ゴム管はときどき点検して取り替える 

ちくなるとひび割れや差し込み□びゆるくなって 
ガス漏れの原因になります。 
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广 A 警告- 

■グリル庫内に食品屑やふきんがないよう 
にずる。またグリル扉にはさんだまま使 
用しない 

使用中に燃えることびあります。使用前に庫内を 
点検してください。 

* 取り除く際はケガをしないよラに注意してくだ 
さし、 



■当社の純正部品を使用ずる 

補修用性能部品および補助具は当社の純正部品 
外は使わないでください。それ外のわのを使用 
した場合の機器の故障、事故については、当社で 
は責任を負いかねます。 



■点乂操作、消乂操作をしたとをは必ず炎 
を確認ずる。また、使用後は機器のガス 
をを閉じる 



■脂の出る料理には、焼網の上や下にアルミ ■市販の補助具を使用しない 


はくを敷かない 

アルミはくの上に脂びたまり、発火する原因にな 
ります。 


アルミはく 



Q 


市販の補助具（省エネ性をラたった補助具、市販 
のアルミはく製しる受け皿、焼網など）を使用し 
ないで<ださい。一酸化炭素中毒や、異常燃焼、 
点火不良のおそれびあります。また、トッププレ 
ートやごとくの変色、変形の原因にもなります。 



■使用中、使用直後の持ち運び禁止 ■コン□を覆うような大きな鉄板類やなべは 


火びついたまま持ち運 
ばないでください。乂 
災、やけどの原因とな 
ります。また、コン □ 
上の調理物などび倒れ 
てやけどをするおそれ 
びあります。 



使わない 

不完全燃焼や機器の異常過熱、ごとくの変形、卜 
ッププレートの損傷の原因になります。 



■グリル受け皿には何も入れない 

思わめ事故の原因になります。 



■グリルを使用後および連続使用の場合はグ 
リル受け皿にたまった脂を取り除く 

たまった脂に火びついて火災のおそれびあります。 





































於ずお巧 D < だをい 


A ま意 




■ガス事故防止（換気に注意） 

閉めきった部屋で長時間使用しないで、使用中は 
窓を開けるか換気扇を回してください。一酸化炭 
素中毒の原因になります。また、ストーブなど他 
の燃焼機器を長時間使用している部屋でお使いの 
場合は、点火しにくかったり、正常に燃焼しない 
場合びあります。 

* 自然排気式給湯器および風呂蓋を同時に使用す 
る場合は、換気扇を回さず窓などを開けて換気し 
てください。換気扇を回すと自然排気式給湯器お 
よび風呂蓋の排気ガスび屋内に流れ込むおそれび 
あ0ます。 


■調理 m 外の用途には使わない 

過熱-異常燃焼による機器焼損や乂災の原因にな 
ります。 




■ごとくをはずして使用しない 

なべなどを直接コン□において使用しないでくだ 
さい。不完全燃焼や機器焼損のおそれびあります。 
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■グリル使用中はグリル扉を開けたままにし 
ない 


あ兩れた熱気により、トッププレートやつまみ- 
ボタンび過熱されやけどや変色-変形の原因にな 
ります。 



■熱くなつたグリル顧こ水をかけない 

ガラスび割れてケガをする原因になります。 



■グリル使用時は魚を焼さずぎない 

魚に火びつさ機器焼損の原因になります。 


■幼巧や小さな子供に触！5せない 

思わめ事故の原因になります。 


■万一、グリル使用中に調理物や脂に乂がつ 
いたときは、操作ボタンを巧して消乂状 
態にし、乂が完全に消えるまでグリルを 
引さ出さない 

炎びあ而れ出して、火災ややけどをするおそれび 
あ0ます。 


* 消乂後、点検を依頼してくださし、。 
















































































广 A 注意 


■使用中や使用直後は操作部 m 外は触5ない 


機器本体とその周辺 
および調理道具び熱 
<なるため、やけど 
をするおそれびあり 
ます。 

* 特にルさなおテさ 
まびいる家庭では 
注意してください。 



■コン□の奥へ手をのばすとさは、 
バーナによるやけどや巧服への 
引火に注意ずる 



■点火操作時や使用中は 
バーナ付近に触れたり、 
顔を近づけたりしない 

衣服に炎び移ったり、熱や 
炎でやけどをするおそれび 
あります。 



■排気□に注意 


グ U ル使用中はグ U ル排気 
□に手や顔を近付けたりな 
ベの取っ手等を向けたりし 
ないで<ださい。高温の排 
気熱び出ているため、やけ 
どや取っ手び破損をするお 
それびあります。 



■やかん、なべなどの大ささに合わせて乂 
力を調節ずる 

火力び強すざると、やけどのおそれやなべなどの 
取っ手び破損する原因になります。 





■この機器の点乂装置外の方法では点乂 
しない 

やけどをするおそれびあります。 



■グリル受け皿を持ち運びずる際は、中の 
脂がこぼれないように注意ずる 


使用中、使用直 
後は脂び高温に 
なっているため 
やけどをするお 
それびあります。 



■グリル受け皿を勢いよく出し入れしない 


ゆっくり出し入れして 
ください。使用中、使 
用直後に勢いよく引さ 
出すと脂び高温になつ 
ているためやけどをす 
るおそれびあります。 



■ごとくに安定してのるなベを使用ずる 

底びすべりやすいなべ、径のルさいなべなど不安 
定ななべは使用しないでください。傾いてやけど 
のおそれびあります。 



■グリル使用中、使用直後にグリル扉を開 
けた状態でコン□操作をしない 


熱くなったグ U ル 
扉に手び触れてや 
けどをするおそれ 
びあります。 



■グリル使用中、使用直後にグリル取っ手 
上面部(特に金属部)に触れない 

高温のためやけどをするおそれびあります。 
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V 


















































必ずお守 D < だをい 


ミ主意 I 


■バーナ丰ヤツプを水洗いしたときは水気 
を十分ふき取る 

水滴びバーナに落ちて目 
づまりし、点火不良にな 
ることびあります。 



■点乂操作をしても点乂しない場合は操作 
ボタンを戻して、周囲のガスがなくなつ 


てか！5再度点乂操作をずる 

すぐに点火操作をすると、周囲の 
ガスに点火して、衣服に燃え移つ 
たり、やけどをするおそれびあり 



ます。 



■窓か！5吹き込む風や冷暖房機器の風、扇 


風機の風などを機器にあてない 

機器焼損や作動不良の原因になります。 


(S 


■水平で安定したところに設置ずる 

機器び傾いていると、調理中の鍋などび滑り落ちて、 
やけどやけびをするおそれびあります。また事故 
や故障の原因になります。 


■みそ汁などを温めなおずときは乂力を弱 
めにして、よくかき混ぜなが!5温める 


強火で急に温め直すとなべ底に沈んだみそび突然 
噴さ上びり（突沸現象）、みそ汁などび飛び散っ 
たり、なべびはね上がってひっくり 
返ることびあります。特に、だし入 
り豆みそ（ホみそなど）に注意して 
ください。 


〇 



■点検-お手入れの際は必ず手袋をして行う 


手袋をしないでお手入 
れすると機器の突起物 
などでけびをすること 
びあります。 




■グリル庫内や本体内部をお手入れずる際 
は各部品の突起物等に注意ずる 

力強く当たった場合、手をけびす 
ることびあります。 


〇 


^ 【突沸現象について】 

突沸現象とは、突然に沸騰する現象です。水、牛 
乳、豆乳、酒、みそ汁、コーヒーなどの液体を温 
めるとさに、ささいなさっかけ（容器をゆする、 
塩、砂糖などを入れる）で生じます。直乂でこれ 
らを温めるときにも起きることびあります。 

この現象び調理中に起きると、なべびはねあびっ 
たり、高温の液体び飛び散るため、やけどやケガ 
をするおそれびあります。これらの予防法として 
次の点にごを意ください。 

•カレー、 S —トソースなどのとろみのある料理 
やみそ汁などの汁物の温めは弱乂でかさ混ぜな 
びら加熱する。（強乂で急に加熱しない。） 
•熱々の汁物に塩、砂糖などの調昧料を入れる場 
合は、少しさましてから行う。 

•鍋の大きさにあった乂力で加熱する。 


'おねがい ^ 

■この製品は家庭用ですので業務用のような使用をすると機器の寿命び著しく短くなります。この場合の修理は 
保証期間内でわ有料となります。 

■使用中もとさどさ正常に燃焼していることを確認してください。 

■燃焼中、ガス栓を操作しての消火はしないでください。 

■初めて使うとさやしばらく使わなかったとさなど点火しにくい場合びあります。ゴム管内に空気び入っている 
ためです。繰り返し点火操作してください。 

■機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理を依頼してください。わし、お客様で旧機器の処理をする 
場合、乾電池を使用している機器は、乾電池を取り外してから正規の処理を行ってください。 
































温度センサーを正し <作動をせるために必ずおす0 < だをい 



この製品は全てのコン□に温度センサーびついています。 


广 A 警台‘ 

■耐熱ガラス容器、±なべなど、熱が伝わ 
りにくいもので揚げもの調理はしない 

天ぷら油過熱防止機能び働かず、発火することび 
あ0ます。 


温度センサー 



■揚げもの調理には200 mGlU 上の油を入れる 

調理油の量び2日日 mG 未満の場合、温度センサーび 
働かず発火することびあります。 



■温度センサーの上面となべ底の中/こ N が密着していないときは、使用しない 


そのまま使用すると温度センサーび働かず調理油び発火することびあります。 

なべ底と温度センサーの間には隙間や異物びないようにしてください。また、安定性の悪いなべは使用しな 
いでください。なべの重さは調理物を含め3日日呂上び必要です。 
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300旨む上 


口 


巧 




温度センサー 
に密着させる 


異物 A 傾き 




■センサー解除機能を使用中は揚げもの調理をしない 

センサー解除機能は、天ぷら油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、調理油び過熱 
され発火のおそれびあります。 


〇 


A ミ主意 

■温度センサーに強いショックや丰ズを与えない 

温度センサーび故障する原因となります。 




〇 


■温度センサーがスムーズに上下に動くか確認ずる 
また温度センサーとなべ底の密着ずる部分はいつも清潔にしておく 


ちれび付着したり、動さび悪いと温度センサーびなべ底の温度を正 
しく感知でさず、調理油の発火の原因になります。お手入れしても 
温度センサーの動さび悪いとさはお買い上げの販売店かおおくの当 
社までご連絡ください。 
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設置について 


■準備と確認 

•箱から機器を取り出し、あて紙や捆包部材やテープを取り除く。 

•ご家庭のガスの種類と機器の銘板に表示されているガスの種類び合っているか確かめる。合っていない場合は設 
置をやめて、お買い上げの販売店かお近くのガス事業者まで連絡する。 



巧電池のセット （アルカリ乾電池単1お1.日 V2 個） 


①電池ケースのツメを 
上げなびら手前に引く 


③乾電池の©側を手前 
にして入れる 




③電池ケースを奥ま 
でしつかり入れる 



おねびい 

•電池ケースに水などの異物び入った場合は、電池 
接触不良の原因となるため、而さとってされいに 
してください。 

•乾電池は新しいわのとちいわの、または違ラ種類 
のわのを混ぜて使わないでください。寿命び短く 
なりますし、乾電池び液漏れすることびあります。 

•乾電池の寿命は通常の使いかたで約1年です。た 
だし、付属の乾電池は工場出荷時に納められたわ 
ので、自己放電のため寿命びおぐなっている場合 
びあります。 

•乾電池はアルカ U 乾電池をご使用ください。マン 
ガン乾電池を使用の場合は寿命び短くなります。 






















バーナキャップのセット- 

バーナキャップ上面の 「A」 マークが電極の真上にくる位置にあわせて、突起を切り欠きにはめてセットする 

•強火カバーナ用のバーナキャップは、表面に 「 H 」 マークを表示しています。 

* 標準バーナ用と強火カバーナ用 （「 H 」 マーク付）では形状び異なりますので、取り付け間違いしないよう 
注意してください。 




• A ミ主意 • 


浮き-傾きのないように正しく 
セツトずる 

^不完全燃焼や乂災の原因になります。 



0 


煮こぼれカバーリングのセツ!- 

煮こぼれカバーリングの凸部を本体の切り欠きに 
あわせてセツトする 



ごとくのセツ I - 

ごとくの切り欠きを煮こぼれカバーリングの突起に 
あわせてセツトする 


切り欠さ 




(セツト後の拡大図) 
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設置について 


■設置場所と周囲の防义括置 

一酸化炭素中養や乂災、やけどの原因となりますので正しく設置してください。 

* 防火措置は各地の火災予防条例に従って行ってください。 


f A 警告 


下記の条件を満たしている場所をお選びください。 

* 設置後に、機器の周囲の改装（吊り戸棚をつけるなど）を行う場合わ設置基準をお守りください。 


•風が吹き込まない 
•水や熱がかか5ない 
参換気が良い 

•上に照明器具などの樹脂製品がない 


•水平で安定している 
•落下物の危険がない 
•上に湯沸器がない 
参周囲に可燃物がない 



Q 


周囲に可燃物 （木製などの可燃性の壁、ステンレス板 
や薄いタイルなどの不燃材を可燃性の壁に直接貼り付 
けた壁、たななど） のある場合 

•トッププレートより上の側面および後励ま1己 cm 
(上、上部はトッププレート上面より]日日 cmii ( 
上離す 

•上記の離隔距離びとれない場合は、防熱板を取り 
付ける 


■防熱板について 

別売の防熱板 A 、 目、（：または金属1^(外の厚さ3のの1^(上の不燃材を図のょラに取り付けてください。 
* 防熱板 A ， 巳は、壁とトッププレートとの隙間び2日 mm 必要で、取り付け方法は壁にネジ止めとな 
ります。 



M 則面-背面 


•上方 


不燃材 


•流し台などの側面 



防熱板 B 


15 cm 

(上 



80 cm 

上 



□ □ 

— 


15 cm 
iU 上 


流しで 


K 

1— 

ち熱板 C 

し 

隙間 _ 

1 

— 


■強乂カノてーナ側の防乂措置 

可燃性の調理台-流し台などび、トッププレートと 
同じ高さまたは低い場合でわ強乂カノ くーナ側を密着 
設置する場合は図のように保護してください。 


1 cmlU 上 

トッププレート面が低いとを 

3.5 cm 




-- の場貪 

3.5 cmliLb , 


\ 

ス 

テンレス板、アルミ板 
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ゴム管接続の場合 


用意するもの：¢9.日 mm ガス用ゴム管（新品）1本 

f 都市ガス用と LP ガス用びあります。 
お使いのガスに合わせてお選びください。 

ゴム管止め2個 

① ゴム管を機器に触れないように適切な長さに切る 

② 両方のゴム管□の赤い線までゴム管を差し込みゴ 
ム管止めで止める 

③ ガス栓を開け接続部からガスの臭いびしないこと 
を確かめ、ガス栓を閉める 



ガスコード接続の場合- 

* ガスコードを接続する場合は、ガス栓側びコンセントになっていないと接続でさません。 
従来のガス栓で使用する場合は、ガス栓用プラグび必要です。 


ガス機器側の接続 


①下図のように、まず器具用ス U ムプラグを機器のゴム管差し込み□に取り付ける 
③次にガスコードの器具用ソケットを器具用ス U ムプラグに"カチッ"と音びするまで差し込む 
(器具用ス U ムプラグに同捆 して ある取扱説明書に従ってください。） 


器具ゴム管差し込み □ 


—赤い線 


器具用スリムプラグ 


器具用ソケット 



ガ 


スコー ド 


•化 t 巧別 (ガス栓びガステ-ブル用であることを確認してください。） 


①ガス捨を開けるとき 

コンセント継手を 
"カチッ"と音び 
するまで確実に差 
し込む 

•コンセント継手を差し込むとガス栓が開きます。 



②ガス撞を閉めるとき 

コンセント継手のす 
ベり IJ ング（白色） 

を手前に引く 

•コンセント継手がはずれるとガス栓が閉まります。 



ガスコンセントについて 


「ガスコンセント」は、ガスコード等を取り付けると自動的に開栓し、取りはずすと自動的に閉栓します。 


参フタを開ける 

フタのち端を 
押す 
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コン□の巧いかた 


コン□を使ラ前に 


1 


おねがい 

•なべに付いた水滴は而さ取ってからごとくにのせてください。余分な熱び必要になるうえ、水滴びバーナに 
落ちて目づまりし、点火不良になることわあります。 

•なべをごとくにのせてから点火したほうびより点火び確実になります。 

•煮こぼれに注意してください。機器の内部に浸入しますと機器故障の原因になります。また、トッププレー 
卜、ごとく、バーナなどに煮こぼれび焼さついたりして、機器を早くいためます。 

♦焦げつさ消乂機能び付いていても調理によってはひどく焦げついてしまう場合びあります。 

焦げつさやすい調理の場合、弱火（最弱火力）でようすを見なびら調理してください。 

《焦げつさやすい調理の 例》 水分び少なく、調味料び多い調理-カレーやシチューの再加熱 
•揚げわの調理は標準ノ くーナの使用をおすすめします。 

揚げわのは、油の温度を一定に保つ「揚げわの温度調節機能 （18 ページ参照）」を使用すると便利です。 


■通度センサーを正し<作動させるためにお守り<ださい 

特に揚げわの調理時にお守りいただけなければ、調理油の過熱による発火を防止でさないことびあります。 



揚げもの調理時は、200 mO な上の油を入れる 
なべの重さは、食なを含んで30 Og な上とする 

なべ底の中 ii > を、溫度センサーの上面に密着させる 

※なべ底の中/こ\と温度センサーの上面び密着していない 
とさは使用しないでください。 


調埋に適したなべを選ぶ（下表) 



♦ 

なべなどの種類 

油調理 

その他の 

憶覇!。 

備考 

揚げらの 

炒めらの 

が©巧曾 

ホー□-ステンレスなべアルミ.無水なベ 
なべ （多層を含む） 鉄なベ 

〇 

〇 

〇 

温度センサーに適しています。 

アル S •鉄-ステンレス(多層を含む） 

フライパン 平底中華なベ 

〇 

〇 

〇 

炒めわの調理時フライパンを返す動 
作を何度も行い、温度センサーとな 
ベ底び密着していない時間び長くな 
ると、途中消火することびあります。 

天ぷ 5 なべ 

〇 

/ 


揚げわの調理外の調理には適して 
いません。 

け *0* 

耐熱ガラスなベ ±なべ 圧力なベ 

X 

〇 

(ただし 、消义する 
場合びあります） 

〇 

(ただし 、消义する 
場合びあります） 

揚げもの調理には適していません。 
発火することびありますので、使用 
しないで < ださい。 

巧ち出しなベ 丸底中華なベ 

X 

〇 

〇 

揚げもの調理には適していません。 
揚げわの調理1^(外の調理は、なべ底 
の中/ La と温度センサーの上面び密着 
していることを確かめてください。 

焼網 



X 

消火したり、トッププレートの変色 
等の原因になります。 


巧 

























巧用中、自動のに弱义になったとまは^【異常遇熱防止機能が働いていまず】 


炒めもの調理•焼さらの調理など比較的温度の高い調理や、なべのか!5焼さをしたとさに、弱乂強乂と乂力 
を自動調節し、なべなどの異常過熱を防止する機能です。この状態が30分上続いた場含、または弱乂状態で 
も温度センサーが更に高い温度になった場合は自動消乂しまず。 

•から焼さなどでなべの温度び急速に上昇すると、安全のため加熱途中でも火力をいったん弱くし、異常高温 
に達しないよう火力を自動制御します。 

※最初に弱火になったとさ、ブヴーび"ピッ"と]回鳴ってお知らせします。 

•なべの温度び安全な温度まで下びると再び強火（わとの火力）に戻ります。 

* 故障ではありません。 

* 炎の大ささび自動的に変わります。やけどの恐れびあるため、ノくーナ付おには顔や手をおづけないよラにし 
てください。 

* 自動消火した場合は、なべなどび相当熱くなっていますので、やけどなどに注意してください。 

再使用する場合は、操作ボタンを消火位置まで戻し、少し時間をおいてから点火操作をしてください。 


【ワンポイント】炒めものなどの調理をする場をには、先になベを加熱し、ブザーが"ピッ"と1回鳴り、自動的に弱火に 
なったとさが具材の入れ頃です。 

コン□の使いかた " 


/準備 

①操作ボタンが押されていないことを確かめて、 
ガス检を全開にずる 


③□ックつまみを左に動かして□ックを解除する 

* □ックされたまま操作ボタンをム U に押したり、 
使用中につまみを動かすと故障の原因になります。 


□ツクつまみ 

解除イー►ロック 


操作ボタンび押せない 
ようにする機能です。 


【□ックつまみの位置】 




2点义 


①操作ボタンをゆっくりいっぱいまで押す 

•ボタンはいっぱいまで押さないと点火しません。 

•パチパチと音びして点火します。（コン□とグ U ル同時に放電） 

♦標準バーナの乂力調節つまみは、弱火側にある場合、「強火」の方向へ 
自動的に移動します。 

•強火カバーナの乂力調節つまみは強火側にある場合でわ「中火」の方向 
へ自動的に移動します。 

③手を離しても点乂していることを確認ずる 

•点火確認ランプび点灯します。 



3义力調節^ 


炎を見なが5つまみをゆつ < り動かす 


•使用中わとさどさ燃焼を確かめてください。 

•強から弱へ急速につまみを動かしても、火力はゆっくり変化します。 

※コン□使用中、センサー温度が高くなると、自動的に強火•弱火を 
繰り返し、なべなどの異常過熱を防止する機能が作動します。 

4 消义 

①操作ボタンを押す 

•消火を確かめてください。点火確認ランプび消灯します。 

③□ックつまみをちに動かして操作ボタンを□ックし、ガス柱を閉める 

•□ックつまみは小さなお子様のいたずら防止にご利用ください。 

* 燃焼中、ガス栓を操作しての消火はしないでください。 
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コン□の使いかた 


コン□操作部の使いかた 


ン□操作部 



コン□タイマー 


左ち 




ホホ 


- 1 + 


タイマー 


切 


00 


「+」「一」キー 


換 


0 200。。 

0180 〇炊飯 
0160 〇湯沸 


揚げ 

モ> の 


炊飯 


湯 


沸 


r66 1 


揚げちのキー 


タイマー切換キー 


グリルタイマー 


センサー解除中は揚けちの調理を 
しないで < ださし、。 


3砂巧し 


〇切身〇強め 
〇姿焼〇標準 
〇干物〇弱め 



遲除. 


國 [ 直 - ►aR+] 


[ 666 ] 


センサー解除キー 


r&i 


炊飯/湯沸 キー 


湯沸 キー 


※イラストは標準バーナび左側の機器の場合です。 
※操作部の詳細は2ページを参照してください。 


I 煎りものなど、さ5に高活になる調！！には（センサー解除機能の設定：強义カバーナのみ） ■ 

煎りわのなど、高温び必要な調理の場合に使用してください。（強火カノくーナのみ） 


■強乂カバーナを使用中に、 

"センサー解除丰一"を長巧しずる （3 秒 m 上） 

•強火カバーナの「焦げつさ消火機能」は作動しません。 

•ブヴーび"ピッ"と鳴り、センサー解除表示ランプび点灯します。 


《「センサー解除機能」を取り消ずには、もう一度、 
センサー解除キーを押してください。 


センサー解除中は揚げちの調理を 
しないでくださし、。 


為 


3秒巧し 


〇 



センサー解除表示ランプ 


• A 警告- 

揚げものなどの油調理には、 
センサー解除機能を 
使用しない 


Q 


巧つておいてね 

•センサー解除機能を使用中も、センサーの故障を防止するため、 
センサーの温度びあびりすざると自動的に火力を調節したり、ガ 
スを止めて消火したりすることびあります。 

•センサー解除機能を設定したまま消火しても、次回点火時には通 
常設定に戻ります。 
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I r 機能選択 j 揚げもの活度調節機能の使いかた（標準パーナのみ） j 


調理油の温度を160で、160でと180たの中間ぐらい、180た、180たと200での中間ぐらい、20ぴ C のいずれ 
かに一定に保ちます。 


巧ねだル1 ■ 揚げもの温度の目安 

調理時の油量は7日日 mfi 〜]日日日 mfi び適量です。 

油量び少ないと、油の温度は設定温度より高めに、多 
いと低くなります。また、なべの厚さや大ささによつ 
てわ設定温度と異なる場合びあります。 


160で 

から揚げ-ドーナツ 

180で 

天ぷら-フライ 

200で 

こげめを強くしたい揚げちの 


【準備】 

揚げもの調理に適したなべに7日日 mfi 〜] 000 mfi 
の油を入れてセツトします。 



標準バーナの操作ボタンを 
巧し、点乂ずる 



今油が設定温度になると、ブザーでお知！5せ 

• "ピピッ*ピピッ…"と] 2回ブヴーび鳴ります。 
•調理中、自動的に火力調節して設定温度を保ちま 
す。 

S S S 


ピピッ. ピピッ 
(適温） 




3 


乂力調節つまみを 
全開にずる 



揚げもの丰一を巧ず 


表示ランプ：点な 


0 200で 
■^180 
0160 


•表示ランプび点灯します。 

•表示ランプは揚げものキーを押すごとに、 



「180で」一「180た • 2000 C 」 一「200。じ」 
一「160で」一「160 . 1800 C 」 

一「ランプ消な（取り消し）」一「180で」… 

のように切り替わります。 

ご希望の「揚げわの温度」に合せてください。 


P な!打ずるランプ 

揚げらの温度 ] 

]6日 。 C 

]6日 。 C 

16日む • ] 8日む 

] 6日むと] 8ぴ C の中間ぐらい 

]8日 。 C 

]8日 。 C 

180む • 200む 

18日むと2日日むの中間ぐらい 

[ 2□ぴ C 

200む J 



ク調理終了後は、標準バーナの 
操作ボタンを巧して消乂ずる 




^巧り消しずる場合は- 

•揚げわのキーを、揚げわの表示ランプび消灯する 
まで数回押してください。 























コン□のほいかた 


1~ r 機能選択 J 巧飯機能の使いかた（標準 バーナのみ） ^ 

自動的に炊飯し、炊き上がり後ガスを止めます。 

その後、む!5しのために1己分間表示ランプ「炊飯」が点滅します。 

おねびい 

•なべは別売の炊飯専用鍋 ( PRN -51) をお使いいただくと上手に炊飯でさます。市販の文化なベでわ炊飯可能 
ですび、ガラスなベ、±鍋では炊飯機能は使えません。 

•浅いなべは而さこぼれることびあります。 

•2 度炊さ•あたため直しをしたとさや、なべの材質や厚み•形状によっては焦げつく場合びあります。機能選 
択使用中は焦げつさ消乂機能び働さません。 

•火力を指定の位置にしないと而さこぼれたり、ラまく炊けないことびあります。 


【巧飯の準備】 

1 お手持ちの計量カップでお米を正しく計り、ごみ•めかなどを洗いなが！5、素早く 
とぎあばる 

•一度水に養けたお米は砕けやすくなります。砕け米*粉米などび混じって炊飯されると風味を損 
ね、早切れ、炊さむら、着色等の原因となります。 


2 水加減をずる 

•炊飯は1合から日合まででさます。 

参新米-ち米*無洗米または固め*やわらかめなどの好 
みによって水加減をしてください。 

•水加減後、30分1^(上水に浸してください。浸し時間 
び短いとおいしく炊けないことびあります。 

•炊さ込みご飯は、具の量び多すぎるとラまく炊けない 
ことびあります。 

•無洗米をご使用の場合、米粉び多く水のにごりびひど 
い場合には表面の米粉を洗い流してください。米粉び 
底にたまると生炊けの原因になります。またお米には 
気泡び付着していますので、水を入れたら底の方から 
やさしく数回かさまわしてください。 


《水加減の目安》 


f 米 

水 1 

180 mG . 1合 (150 g ) 

約 280 mG 

360 mG .2 合 （300 g ) 

約480 mC 

已40 me .3 合 (450 g ) 

約680 

720 me .4 合 (600 g ) 

約880 mG 

900 me .5 合 (750 g ) 

約1070 mC 


* 水の量は洗米後、水切りしてから追 
加する量です。 


J お米と水の入ったなべにふたをしてセットずる 

ご 
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[ 巧飯のしかた】 



標準バーナの操作ボタンを巧し、点乂 
ずる 



5 


標準ノ（ーナの操作ボタンを巧して消乂操 
作をずる 



2 乂力調節つまみを r 炊飯」の位置に合わ 
せる 

•兩さあびったつゆび外に飛び散る場合や2合 
下を炊飯する場合には、火力調節つまみを「炊 
飯」位置の左端へ合わせて<ださい。 



6む！5しをずる 

•炊き上びり後、むらしのために]己分間「炊飯」 
の表示ランプび点滅します。 


y ~0炊飯 
__ / 〇湯沸 

* 示ランフ^点ミ風 

J 養沸 


J 炊飯/湯沸丰一を巧し、 r 炊飯」表示に 
合わせる 

•表示ランプび点灯します。 

•表示ランプは炊飯/湯沸キーを押す毎に、 

「湯沸」^ 「炊飯」 ^「ランプ消灯嫩り消し)」 
-「湯沸」•••のよラに切り替わります。 


7 む!5しが終了ずるとブザーでお知！5せ 

•むらし終了時は"ピピッ•ピピッ…"と]2回 
ブヴーび鳴ります。 

• ご飯をほぐしなびらよくかさ混ぜてください。 
余分な水分び逃げておいしくなります。 



\ r ^ ピピッ.ピピッ J ) 

\_ r (むらし終了） 


呼炊き上がって消乂ずると、ブザーでお知 
5せ 

•炊さ上びると自動消火し、"ピー-ピー…"と 
己回ブヴーび鳴ります。 

v ^ピー•ピー少 
\ _ [ (炊きあがり） 


^取り消しする場合は- 

•炊飯/湯沸キーを、炊飯表示ランプと湯沸表示ラ 

ンプび消灯するまで数回押してください。 
- 
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コン□のほいかた 

r r 機能選択 J 湯巧かし機能のほいかた（強义カバーナ-標をパーナ) 

沸騰後、自動的に弱火になり、己分後にガスを止めます。 


おねびい 

•沸騰するまでは而たの開け•閉め、水や具の追加、中の水をかさ混ぜる、なべを動かす等はしないでください。 

温度センサーび正しく働かない場合びあります。 

•約7□むじ(上のお湯をわかした場合、 ] 日び C になる前に自動消火してしまうことびあります。 

♦なべの種類や水量の多少によっては沸騰のお知らせび遅れたり、吹さこぼれることびあります。 


強义カバーナ側のコン□で湯滿かし機能を設定する場合 ) 


【準備】 

底の平らな金属製のやかんやなべに a 5 L 〜 3.0 L 
の水を入れてセットします。やかんやなべには 
店、たをして <たさい D 


今沸騰•消乂時はブザーでお知！5せ 

•沸騰時は"ピピツ-ピピツ…"と] 2回ブヴー 
び鳴ります。その後自動的に弱火になります。 
•表示ランプは点滅に変わります。 



強乂カバーナの操作 
ボタンを巧し、点乂ずる 



で^ I ピピッ-ピピッ 

\ I (淵驚） 

心， 


日;後 



2 乂力調節つまみを 
全開にずる 



•自動消火時は"ピー•ピー…"と已回ブヴーび 
鳴り、自動消火します。 

夕月 ピ-… 

\ 4 じ肖火） 


J 湯沸丰一を巧ず 



表示ランプ：点な 


•表示ランプび点灯します。 

•表示ランプは湯沸キーを押す毎に、 


「湯沸」^「ランプ消灯（取り消し）」 
-「湯沸」•••のように切り替わります。 



ク強乂カバーナの操作ボタン 
を巧して消乂操作をずる 




^巧り消しずる場合は- 

•湯沸キーを、湯沸表示ランプび消灯するまで数回 
押してください。 
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^ 標準バーナ側のコン□で湯满かし機能を設定する場合 ]} 


【準備】 

底の平らな金属製のやかんやなべに□.日 L 〜3.日 L 
の水を入れてセットします。やかんやなべには 
店、たをして < たさい D 



呼沸騰•消乂時はブザーでお知！5せ 

•沸騰時は"ピピツ-ピピツ…"と] 2回ブヴー 
び鳴ります。その後自動的に弱火になります。 
•表示ランプは点滅に変わります。 

マ~^ ピピツ-ピピツ j ) 
N (淵驚） 


日ミ後 



2 乂力調節つまみを 
全開にずる 



•自動消火時は"ピー•ピー…"と日回ブヴーび 
鳴り、自動消火します。 

ピー•ピ ー. 

\ \ じ肖火） 


J 炊飯/湯沸丰一を巧し、 



•表示ランプは炊飯/湯沸キーを押す毎に 
「湯沸」 ^「炊飯」^「消灯（取り消し）」 
一 r 湯沸」 •••のように切り替わります。 



ク標準バーナの操作ボタンを 
巧して消乂操作をずる 


r 取り消しする場合は- 

•炊飯/湯沸キーを、炊飯表示ランプと湯沸表示ラ 
ンプび消灯するまで数回押してください。 


益 






























コン□タイマーの巧いかた 


強火カバーナまたは標準バーナのどち!5か1ヶ所のコン□で1〜99分までの自動消火タイマーを設定でき 
ます。設定時間になるとブザーでお知！5せし、自動消火します。 

巧つておいてね 

♦コン□タイマーはどちらか1ケ所のコン□バーナのみセツトび可能です。 

•機能選択モードを使用している場合は、機能選択 f ー ドを使用しているコン□でのタイマーは設定でさません。 
•コン□タイマー使用中に機能選択モードを設定した場合、機能選択モードび優先されコン□タイマーは解除さ 
れます。 

•コン□タイマーの設定を、使用中の他のコン□へ変更する場合は、タイマー切換キーを押してコン□を選択し 
てください。この場合、表示部は" 3" 分び表示されますので、再度時間を設定してください。 


1点火 - 

各パーナの点乂操作をずる 


2 コン □ タイマーのセツ I- 

①タイマー切換丰一を巧し、タイマー設定したいコン□を選択ずる 

•選択したコン□の表示ランプび点滅し、表示部に" 3" 分び表示されます。 
•表示ランプは使用しているコン□のみ点滅します。 

表示ランプはタイマー切換キーを押すごとに、 

「左コン□」一「ちコン□」一「ランプ消灯（取り消し)」一「左コン□」 ••• 
のよラに切り替わります。 

③田巨)丰一を巧してタイマー時間をセツトずる 

•お使いのたびにセツトしてください。初期設定は3分です。 

•1 〜99分まで1分刻みでセツトでさます。キーを押し続けると日分刻みに 
変わります。 

* 使用途中でコン□タイマーを設定する場合、安全のため、バーナの最大持 
続時間（約12日分）を超える範囲は設定できません。 

【タイマースタート】 

•表示ランプび点灯にかわります。 

※調理途中でタイマー時間を変更したい場合は、田日キーで変更してください。 

广タイマーを違中で取り消しする場合は- 

タイマー切換キーを、表示ランプび消灯するまで数回押してください。 


表71\っンプ：点滅 



コン□タイ7— 

を精 

二间關 


表示ランプ：点灯 


5 JS 7 -消义- 

•調理終了3日秒前になると、「ピピッ-ピピッ…」と] 2回ブヴーび鳴って 
お知らせすると同時に、秒表示に変わります。 


•設定時間び終了すると「ピー•ピー…」と日回ブヴーび鳴ってお知らせし、 

自動消火します。 

•自動消火後、約]日秒後に残り時間の表示は消灯し、表示ランプび消灯します。 

自動消乂後、操作ボタンを巧して消乂操作をずる 


コン□タイマー 

困 

だち 

5:^ ホホ 

-1+ 

タイト 

切換 


30秒後 




左ち 


ホホ 


タイマ- 

切換 
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グリルの巧いかた 

グリルをほう前に 

^はじめてほうとを I 

約6分、空焼きする… 参庫内の油を焼ききるためで煙や臭いび出ても異常ではありません。 

•空焼さ時にグ U ル過熱防止装置び作動し、自動消火する場合びあります。 
この場合、約5分ほど待ってから再度点火操作をしてください。 


■グリル遇熱防止装置について 

グリルを空焼きするなどグリル庫内の温度が非常に高くなった場合に自動消乂します。また、連続して使用する 
場合ら自動消乂することがあります。消乂すると、"ピー"とブザーが鳴ってお知5せし、同時にエラーコード 
を表示します。 

*グ U ル過熱防止装置び作動したら、約5分ほど（グ U ル庫内の温度び下びるまでの間）待ってから再度点火操作 
をしてください。 


■グリルのセット 



①グリル受け皿の長穴に、焼網台 ②焼網台の金具が、焼網両端の枠（岡部） 【組立図】 

の凸部（手前側1箇所、後ろ側 に入るように、焼網をセツトずる 

2箇所）を差し込む 

* 焼網台の刖後を間屆スないよ 
ラよラにセツトしてください。 


■グリル受け皿の取り出しかた 


脂がこぼれたり、飛び散!5ないようにゆっくりと引き出す 
取りはずすときは、止まるところまで引き、少し持ち上げて引く 

* 最初から持ち上げた状態で引さ出さないでください。 

止まらずに勢いよく出てきてしまいます。 

* 持ち運びするとさは、取っ手部をしっかりと持ってください。 


■焼細に魚などがくっつく場合には 



付属の取り出しフオークを使用ずると、魚などが身くずれずることなく簡単に 
取り出せます。 

•取り出しフオークの溝を焼網に合わせて焼物の下側に差しこみ、くっついた 
焼物を焼網からはびします。 


取り出しフ オーク n 
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グリルのほいかた 

マニュアルモード（手動調巧）の巧いかた 


おねびい 

•グ U ル使用後、グ U ル受け皿を急に水で冷やさないでください。変形するおそれびあります。 

•安全のため、グ U ルタイマーはグ U ルの最大持続時間（約]日分）を超えない範囲までしか設定でさません。 

* 魚を焼いている途中で焼さ時間を変更する場合は、「1己分一経過時間」（焼さ時間び3分経過した場合は最 
大「]日分一3分=]2分」）までしか変更できません0 

•グ U ルは安全のため、最大1己分で消火します。焼き時間15分でも焼き足りない場合は、わう一度点火してく 
ださい。 

•干物や脂分の多い調理物（にしん、鶏肉など）を焼くとさは、グ U ル庫内で飛び散った脂や調理物び燃え上び 
り、たまった脂に引乂する場合びありますので、グ U ル受け皿のお手入れをしてからご使用ください。 


■巧をかたのポイント 


•グ U ルを予熱したり、焼網に食用油を塗ってお 
くと、魚びくっつさにくくなります。 

•魚のヒレなどこげやすい部分は _ _ _ 

厚めに塩を而るかアルミ道で包 
んでお < とこげかたび少 < なり 

On 9 〇 

参皮付さの切り身などは皮側を上 
にして焼くと、よりされいに焼 



けます。 

•お好みにより塩を而つていただ 
くと、焼さ色び濃くなります。 

参魚などを焼く場合、焼網の中央 
を避けて M 部分に置くと上手 
に焼けます。 （1 尾の場合わ同 
様に焼網の中央を避けて置いて 
ください。） 

•魚と魚は間隔を置いて並べてく 
ださい。熱の通りび良く、焼さ 
むらび少なくなります。 



■グリルの加熱時間目ち表 


' 魚の種類 

分 量 

焼き時間 

乂加減> 

あじ性） 

4尾（約 120 g / 尾） 

約11分 

上乂：強 
下义：強 

J 

さんま（生） 

4尾（約15日 g / 尾） 

約12分 

結（切り身） 

3切（約9日呂/切） 

約7分 

あじ（開さ） 

2枚（約12日 g / 枫 

約曰分 

おゆ 

4尾（約10日 g / 尾） 

約9分 

柏漬け 

2切（約16日呂/切） 

約己分 

ほっけ 

1尾（約 260 g / 尾） 

約7分 

ししゃも(頭テマエ） 

1日尾（約20呂/尾） 

約7分 

さばの塩焼を 

4切（約 80 g / 切） 

約7分 

ブリのみりん漬け 

3切（約9日 g / 切） 

約目分 


* 火加減、焼さ時間はあくまでも目安です。魚の分量や焼さ 
加減のお好みによつて調節してください。 


/準備 


A 注意 


グリル庫内（パーナ付近）にアルミ道などのゴミが付着していないことを確認する 

^点火不良や思わめ事故の原因になります。 


①操作ボタンが押されていないことを確かめて、ガスをを 
全開にする 

③□ックつまみを左に動かして□ックを解除する 

③ 焼網台-焼網をセットする 

④ 材料をのせ、グリル受け皿を奥までしっかりと入れる 

•グ IJ ル扉び閉まっていることを確認してください。 


【横から見た図】 



焼網 


焼網台 


2已 








































































2 点义- 

操作ボタンをゆっくりいっぱいまで巧し、グリルタイマー 
表示部に加熱時間が表示されたことを確認ずる 

•パチパチと音びして点火します。手を離しても約7秒間放電し続け 
ます。（こんろとグ U ル同時に放電） 

•火力調節つまみび弱火側にある時に点火操作すると、つまみは強の 
方向へ自動的に移動します。 



3义力調節 


乂力を調節ずる 

•火力は、上火-下乂それぞれ別々に調節でさます。 

•火力は全開（火加減：強）にし、焼さ具合は加熱時間で調整してくだ 
さい。 ( 「グ U ルの加熱時間目安表」25ページ参照） 

* 火力の目安は全開（強）ですび、お好みにより弱火に調整わでさます。 
弱火にした際、炎の見た目の大ささはほとんど変化しません。 



4時間のセット^ 

田曰 丰一で加熱時間をセットずる 

•お使いのたびにセットしてください。初期設定は9分です。 
•調理中に田曰キーを押すと、加熱時間び変更できます。 
参]〜] 己分まで連続的に変わります D 


5調挫陵了-消义- 

•調理終了3日秒前になると「ピピッ-ピピッ…」と] 2回ブヴーび鳴つ 
てお知らせすると同時に秒表示に変わります。 


•設定時間び終了すると「ピー-ピー…」と日回ブヴーび鳴ってお知ら 
せし、自動消火します。 

•点火確認ランプび消灯します。 

•自動消火後、約]日秒後に表示は消灯します。 



〇切身〇強め 
〇姿焼〇標準 
〇干物〇弱め 

グリルタイマー 

齡 

f トト k 焼き1 

.にュ - r 加減1 

H+1 

イト30秒後 

〇切身〇強め 
〇姿焼〇標準 
〇干物〇弱め 

グリルタイマー 

'トト k 焼き1 
.にュ- r 加減1 

'-|+: 


①自動消乂後、操作ボタンを f 甲して戻し、消乂操作をずる 

③ロックつまみをちに動かして操作ボタンを □ ックずる 

•消火を確かめてください。 

⑤ガスおを閉め、グリル受け皿のお手入れをずる 
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グリルのほいかた 


K オートゾニューモード（自動調!！）の使いかた 1 

生魚の姿身-切り身や干物などをオートメニュー夺一と焼さ加減夺一を設定するだけで自動で焼き上げます。 


戶化ずお巧0<だをい< = 

参予熱はしないで < ださい。 

♦オートメニュー f ー ドで調理中はグ U ル扉を開けないでください。 

•オートメニューモードで焼さ上げ後に焼さ足したい場合は、必ずマニュアルモード（手動調理）で焼さ足しを 
行ってください D 

•魚を一度焼さかけて消火し再度点火して調理する場合は、オートメニューモードでは焼かないでください。 

魚び焼けすざてしまラのでマニュア J レ f ー ドで調理してください。 

•魚外の調理はしないでください。 

•種類ゃ大ささの異なる魚を同時に焼かないでください。 

•冷凍した魚は完全に解凍してから調理してください。 


J 準備-- 

广 / j \ ミ主息 ^ 

グリル庫内（パーナ付近）にアルミ f 有などのゴミが付着していないことを fi 崔認する S 

^点火不良や思わめ事故の原因になります。 

心 ^ 


①操作ボタンが巧されていないことを確かめて、ガスおを全開に 

ずる 【横か！5見た図】 


③ □ツクつまみを左に動かして□ツクを解除する 
⑤焼網台-焼網をセツトずる 

④ 材料をのせ、グリル受け皿を奥までしっかりと入れる 

•グ U ル扉び閉まっていることを確認してください。 





焼網台 



2才ートメニューモードの設定一 一 

①才ートメニュー丰一を巧してメニューを選択ずる 

•表示ランプび点灯します。 

•表示ランプはオートメニューキーを押すごとに、 

「姿胤^「切身」^「干物」^「ランプ消な厭り消し）」^「姿胤… 
のよラに切り替わります。食材に応じて、オートメニューを選択してくだ 
さい。に9, 3日ページ参照） 

③焼き加減丰一を巧して、焼き加減を選択ずる 

•表示ランプは焼さ加減キーを押すごとに 

「標準」一「強め」一「弱め」一「標準」 …のように切り替わります。 
お好みの「焼さ加減」を選択してください。に9,3日ページ参照） 

※オートメニュー f ー ドを設定してからグ U ルの点火をするまでに2日秒じ （ 
上経過すると、オートメニューモードは自動的に解除されます。そのとさ 
は、もう一度設定をしなおしてください。 

※庫内温度びある程度高い場合はオートメニューキーを受け付けません。 
(オートメニューキーを押すとグ U ルタイマー表示部に" H " び表示され 
ます。）庫内温度び下びるまでしばらく待つか、マニュアル f ー ド（手動 
調理）で調理してください。 


〇切身 
^姿焼 
〇干物 


-表示ランプ：点な 


グリルタィマ- 


〇強め 
標準 
〇弱め 



〇切身〇強め 
〇姿焼〇標準 
〇干物〇弱め 
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2 点义 


操作ボタンをゆっくりいっぱいまで巧し、グリルタイマー表示 
部に加熱時間が表示されたことを確認ずる 

•パチパチと音びして点火します。手を離しても約7秒間放電し続け 
ます。（こんろとグ U ル同時に放電） 

•火力調節つまみび弱火側にある時に点火操作すると、つまみは強 
の方向へ自動的に移動します。 



巧つておいてね 

•点火操作してから約3□秒内（表示ランプび点滅している間）は、オートメニューの設定を変更でさ 
ます。（約3□秒経過すると表示ランプは点灯に切り替わり、設定の変更はでさません。） 

•点火操作してから約3□秒経過した後にオートメニューモードを解除したい場合は、オートメニュー 
キーを押してください。（オートメニューキーを押して解除した場合は、オートメニュー表示ランプ 
と焼さ加減表示ランプび消灯し、マニュアルモードへ切り替わります。） 


3 义力調節- 

乂力を調節ずる 

•火力は上火/下火とわに全開（火加減：強）にしてくださし、 


4 調理終了-消义- 

•調理終了3日秒前になると「ピピツ*ピピツ…」と] 2回ブヴーび鳴つ 
てお知らせすると同時に秒表示に変わります。 

•調理終了3□秒前からのカウント中に田キーを押すと、調理時間を延長 
することびでさます。 



〇切身〇強め 
〇姿焼〇標準 
〇干物〇弱め 

グリルタイマ- 

祖 


吃 t ►測 

[阿 


•自動調理び終了すると、メ□ディび鳴ってお知らせし、自動消火します。 
•点火確認ランプび消灯します。 

•自動消火後、約1日秒後に残り時間の表示は消灯し、表示ランプび消灯し 
ます。 


①自動消乂後、操作ボタンを巧して戻し、消乂操作をずる 


30秒を 


〇切身〇強め 
〇姿焼〇標準 
〇干物〇弱め 


を 卜- ► 


焼裹 

加減 


グリルタイマ- 

画 

-1 + 


③ロックつまみをちに動かして操作ボタンを □ ックずる 

•消火を確かめてください。 

③ガス捨を閉め、グリル受け皿のお手入れをずる 


おねびい 

グ U ル使用後、グ U ル受け皿を急に水で冷やさないでくださし、変形 
するおそれびあります。 
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グリルのほいかた 


•下記の表はオートメニューモードで調理する場合の基本的な調理例です。 

•魚の種類や大きさ、調理内容により、オートメニューおよび焼き加減を選んでください。 
•魚のが態（脂ののり具合、季節や鮮度、保存が態）によっては焼さ加減が変わります。 
お好みの焼き加減に調節してください。 


■オートメニューについて 


オー トメ ニュー 

魚の種類 

姿焼 

* あじやさんまなどを 
丸ごと焼きます。 

【生魚】 

あじ、さんま、いわし、にじます、あゆ、いささ、 

たい 

切身 

* さばやぶりの切身な 
どを焼さます。 

【巧憎漬け、照り焼き】 

ぶり、さわら 

【生を】 

さば、さけ、さわら、ぶり、すずさ、たい、たちうお 

陥漬け】 

さけ、さば 

干物 

* あじやさんまの開さ 
などを焼さます。 

【干物（開き）】 

あじ、さんま、かます、かれい、さわら、ほっけ 

【干物】 

ししゃち 


■巧を加減について 

標準：一般的には「標準」をお使いください。 

お好みにより、「弱め」「強め」をお使いいただくこともできまず。 

強め：大きな生魚 （200 gm 上）などにお使いいただくと、上手に焼き上がりまず。 

弱め：ルさな生魚 （50 gm 下）、小さな干物などにお使いいただくと、上手に焼き上がり 
まず。 

味憎農け、照り焼きなどの切り身は焦げやずくなりまずので、「弱め」を使用して 
し、ただくと上手に焼き上がりまず。 


29 









rp A ま意 E 


♦魚仪外の調理には使用 しない 
参次の魚にはオートメニューモードを使用しない 

^発火の原因となります。 

-みりん干し-めざし-うるめいわしの丸干し 
-市販のみりん漬け-身欠さにしん 


0 


ポイントとお願い 


•魚は頭を奥にして置いてください。 

♦魚と魚は間隔を置いて並べてください。熱の通 
りが良く、焼さむらが少なくなります。 
•お好みにより塩をふっていただくと、焼き色が 
濃くなります。 

参魚は厚さ 4 cm までのちのにしてください。 



•皮を上側にして焼いてください。 

•味憎漬けは巧憎を洗い落とし、水気を拭き取って 
から焼いてください。 

•照焼き、巧憎漬けのものは、次の条件であるほど 
焦げやすくなります。 

^ •漬けている時間が長い 
-魚の脂のりが良い 
V - 照り焼きタレのみりん配分が多い 




置きかた 


魚を1尾だけ焼く 
ときは中央を避けて 

U 而(し置< 


魚と魚は間隔を置い 
て並べる 


1切れを焼くとさは 
左ちどちらかに寄せ 
て置< 


(4 切れの場合) 


•皮を下側にして焼いてください。 

•干物で、頭がついたまま焼く場合は、頭を手前に 
して焼いてください。 
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点巧とお手入れ 


A ミ主意 


■機器を水につけたり、水をかけたりしない 

不完全燃焼-故障の恐れびあります。 




おねびい 


•点検とお手入れは、ガス栓を閉め、機器び冷えてから手袋をして行ってください。 

(機器び冷えるまで時間びかかります。） 

•曰常の点検-お手入れは必ず行ってください。 

•故障または破損したと思われるちのは使用しないでください。 

• 「故障かな？と思ったら」を参照していたださ、処置に困る場合はお買い上げの販売店かお近くの当社に 
ご相談ください。お客様自身での修理は絶対にしないでください。 

•安全にお使いいただくために定期的に点検を受けられることをおすすめします。（有償） 


点検のポイン 



* 点検は常時巧ってください。 


機器のまわりに 
可 1 燃物等はありませんか？ 

\ 

機器のまわりに可燃物や障害物びないようにしてください。 

各 aj 品は正しくセツトされていまずか？ 

バーナキヤップ、煮こぼれカバー U ング、ごとくなど左ち前後正し 
くセットされているか確認してください。 

ゴム管は正しく接続されていますか？ 
古くなつていませんか？ 

赤い線までしっかり差し込み、ゴム管止めで止めてください。ちく 
なるとひび割れしたり、差し込み□びゆるくなります。早めに取り 
替えてください。 

巧れていませんか？ 

煮こぼれやグ U ル使用後などで機器び巧れているとさはお手入れし 
てください。 

ガス臭<ありませんか？ 

ガス栓を開け、ゴム管の接続部からガスの臭いびしないことを確か 
めて < ださい。 

乾電池は消耗していませんか？ 

V 

操作ボタンを押してください。 

電池交換サインび点灯したとさは新しい乾電池と交換してください。 

ノ 


お手入れのしかた 


•機器や取りはずした部品は落とさないよラに気を付けてください。けびや故障の原因になります。 
•工具を使用しての分解は絶対にしないでください。異常作動や発火をしてけびの原因になります。 
•お手入れの後は各部品び正しくセットされているか確認をしてください。 ( 「設置について」参照) 



お手入れには台所用中性 
洗剤をお使い<ださい。 


おねびい 

•シンナー、ベンジンや酸性•アルカ U 性洗剤は使わないでください。 
機器損傷の原因になります。また、印刷•塗装面にはみびさ粉、た 
わしなどの固いちのは使わないでください。表面を傷付けます。 
•巧れはそのつどお手入れしてください。そのままにしておくと、巧 
れび落ちにくくなり早くいたみます。 
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■ごとく、煮こぼれカバーリング、グリルお原 aAM- 

巧れたときは台所用中性洗剤で水洗いし、水気をふき取る 

•煮こぼれカバー IJ ングは、左ちのつまみを持って、取り外してく 
ださい。 

*グ。ル排気□カバー対まずして、機器内部に落ちた野菜くずなど 
を取り除いてください。 

■トッププレート 

巧れたときは乾いた巧で巧れをふき取る 

•巧れの落ちにくいとさは台所用中性洗剤で水洗いし、乾いた布で水気を而さ取ってください。 



■パーナキャップ 

炎が不ぞろいになったときは、あなやみぞをブラシやはり 
金等先の細いらのなどで掃除する 

* 目づまりをすると点乂不良や不完全燃焼の原因になります。 

♦表側の黒い部分はスポンジ などの やわらかいわので台所用中 
性洗剤を使用して洗ってください。 万一 、黒い部分びはびれ 
てもそのままお使いになれます。 

•お手入れの後は浮さ*傾さのないよラにセツトしてください。 



■炎検出部、電極 

巧れや水気が付いたときはやわ5かい巧でふき取る 

* 巧れや水気び付いていると点火しにくくなります。 

おねびい 

取り付け位置を動かしたり、キズを付けないでください。 
故障の原因になります。 



■グリル受け皿 

お使いのたびに台所用中性洗剤で水洗いし、水気をふき取る 

*グ U ル受け皿は巧れたままお使いになると、こびり付いた脂巧れび発火するおそれびあります。 
•グ U ル受け皿と取っ手は取りはずしてお手入れすることわでさます。 



グリル取っ手のツメを押し下げたまま取 ① 取っ手のあなにグリル受け皿の突起をはめ込む 

つ手を内側に倒してはずず ③ グリル取っ手をおこず 
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点巧とお手入れ 


■活度センサー 

温度センサーが巧れたときは温度センサーに片手を添えて水気を固くしぼった巧で巧れをふき取る 

* 巧れび付いていると温度センサーの感度び悪くなります。 



温度センサーは側面の巧れ 
もふき取ってください。 


■巧細、 I 烧細台 

お使いのたびに台所用中性洗剤で水洗いし、乾いた巧で水気をふき取る 


■グリル扉、グリル取っ手 

巧れたときはスポンジ、巧などのやわ5かいもので巧れをふき取る 

•グ U ル扉は取りはずしてお手入れすることわでさます。 

おねびい 

•グ U ル扉のガラスはみびさ粉、金属たわしなどを使わないでください。ガラスび割れる原因になります。 
•グ U ル扉や支えは変形させないようにしてください。変形するとグ U ル扉の閉まりや取り付けび悪くな 
る原因になります。 


取りはずしかた 


先にグリル受け皿を引さ出しておいてください。 



① 支えを動かして突起を大きい 
穴にちわせ、外側にはずず 

参他方ち同じよラにします。 




⑤ 強く引っぱる 

参簡単にはずれます。 


取り付けかた 



①2つの軸の上をずべ5せるようにして差し込む 

•グリル扉が軸にはまります。 



⑤ 支えを動かして、突起を大きい穴か5はめ込む 

参他方ち同じよラにします。 
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電池交換について 


使用時に電池交換サインが点打したとさは、電池が消耗していますので、新しい乾電 
池（アルカリ乾電池単1形1.己 V 2個）と交換してください。 （ 「設置について/乾 
電池のセット」参照）そのままにしておくと使えなくなります。 

•電池び消耗してくると安全装置び作動しなくなるので、操作ボタンを押したとさ点 
火していても、安全のため、手を離すと消火するようになります。操作ボタンを押 
し続ければ点火していますび故障の原因となりますのでおやめください。 

•電池びすつかり消耗したとさは、電池交換サインは点灯しません。 


電池交換サイン：点な 


巧障かな？とおった5 


故障かな？と思ったら、次のことをお調べください。 

次の現象に当てはまらないとさ、また処置をしてもなお異常びあるとさは、お買い上げの販売店かおおくの当社まで 
ご連絡ください。 


r - 

現象 

原 因 

処置方法 



ガス栓の開さ不十分 

ガス栓を全開にする 

16/25/27 


乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 

11/34 


乾電池または電池ケースの取り付けび悪い 

正しくセツトする 

11 


ゴム管の折れ曲びり、つぶれ 

ゴム管の折れ曲びりを直す 

已/14 


ゴム管の接続不十分 

ゴム管を確実に接続する 

已/14 


ノ くーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナキ ヤツ プのお手入れをする 

9/32 

点乂しない 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

12 

煮こぼれカバー U ングのセット不良 

正しくセツトする 

12 

点乂しにくい 

ゴム管内に空気び残っている 

点火操作を繰り返す 

9 

使用中に消乂する 

点火操作び不適切 

操作ボタンを押す時間を長くする 

16/26/28 

炎検出部 • 電極び水めれしたり巧れている 

炎検出部*電極のお手入れをする 

32 


グリル庫内にアルミはく等のゴミび付着している 

付着しているゴ S を取り除く 

— 


アルミ道のしる受け皿を使っている 

アルミ道のしる受け皿を使わない 

6 


LP ガス使用の場合、 LP ガスびなくなりかけている 

ボンベを交換する 

— 


温度センサーとなべ底び正し<接触していない 

温度センヴーとなべ底を正し < 接 
触させる 

10/15 


安全装置び作動した 

安全装置び作動したとさの処置方 
法を参照する 

36 

電池交換サインが 
点:打ずる 

乾電池び消耗している 

新しい乾電池と交換する 

11/34 

ブザー(ピー) が鳴り 
エラーコー ドが 
点滅ず る 

安全装置び作動した 

安全装置び作動したとさの処置方 
法を参照する 

* エラーコー ドは]己分間点滅 

36 

黄色の炎で燃える 

ノ くーナ炎□の水滴や巧れによる目づまり 

ノ くーナキ ヤツ プのお手入れをする 

9/32 

炎が安定しない 
異常な音をたてて 
燃える 

バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

12 

煮こぼれカバー U ングのセット不良 

正しくセツトする 

12 

ガスのいやな臭いが 
する 

ゴム管の接続不十分 

ゴム管を確実に接続する 

已/14 

ゴム管のひび割れ、穴あさ 

新しいゴム管と交換する 

已/14 


バーナキャップのセット不良 

正しくセツトする 

12 
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が障かな？と思った s 

•次のよラな場合は故障ではありません。 


^ 故障ではない場合 

理 由 ' 

点乂•消乂のときに「ボッ」という音がする 

点火時•消火時に「ボッ」という音びする場合びありますび、異常 
ではありません。 

使用中「シャー」という音がする 

燃焼中のガスの通過音です。異常ではありません。 

※万がーガス臭い場合は、使用を停止してください。 

コン□を使用中「カチッ」という音がする 

火力を調節するとさの機器の音で、異常ではありません。 

グリル使用時にコン□を使用すると、炎の 
色が変わる 

グ U ル使用時にコン□を使用すると、焼物の塩分などび燃えて炎の 
色び変わることびありますび異常ではありません。 

使用中、弱乂になる/乂力が変化する 
コン□を使用中、強乂轉弱乂をくり返す 

なべなどの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではあり 
ません。 （16 ページ参照） 

再点乂してもすぐ弱乂になる 

なべの異常過熱を防止する機能び働いたためで、異常ではありませ 
ん。しばらく待ってから再点火してください。 （16 ページ参照） 

グリル扉がはずれた 

お手入れのために、グ U ル扉は取りはずせるよラになっています。 

(取り付けかた「点検とお手入れ」参照 ） J 


3已 




■巧全装置について 

安全装置が働くと"ピー"とブザーが鳴りお知らせします。 

エラーコー ドが表示されたら、下記の処置方法に従って処置をしてください。 

•下記外のエラーコードび表示された場合は、使用を中止しガス栓を閉じた後、お買い 
上げの販売店かおおくの当社まで、点検•修理を依頼してください。このとさ作業を円 
滑に行ラために「エラーコード」と「発生部位」の表示をお知らせください。 

* エラーコー ドは「□□」「02」等の2巧の数きと発生部位の「日」「1」等の1巧の 
数字び交互に表示されます。 



エラ- 

コ-ド 

安全装置 

部位 

機能説明 

\ 

処置方法（消乂に気付いたときは…） 

11 

不着火異常 

つン □ 
グ U ル 

点火時に、バーナに着火しなか 
った場合にお知らせします。 

操作ボタンを押し戻して消火操作をしてくだ 
さい。その後、再点火してください。 

12 

立消え 
安全装置 

つン〇 
グ U ル 

風や煮こぼれなどで炎び消えた 
とさに自動的にガスを止めます。 

すぐに操作ボタンを押して消火操作をしてく 
ださい。炎び消えてからガスび止まるまでし 
ばらく時間びかかります。再点火するとさは 
周囲にガスびなくなるのを待ってください。 

00 

消し忘れ 
消火機能 

つン □ 

万一の消し忘れのために、点火 
後、コン□は約] 2日分経過する 
と自動消火します。また高温状 
態で温度変化のないとさ(使用 
中、強火^弱火を繰り返してい 
るとき)は約3日分経過すると自 
動消火します。 

操作ボタンを押し戻して消火操作をしてくだ 
さい。 


天ぷら油 
過熱防止機能 

つン □ 

調理油び過熱による発火をする 
前に自動消火します。 

操作ボタンを押し戻して消火操作をしてくだ 
さい。再点火する場合は、少し時間をおいて 
から（油の温度び適温になるまでそのままお 
待ちいただいた後）点火操作してください。 

* なべや調理によっては途中で消火する場合 
びあります。 

02 

焦げつさ 
消火機能 

つン □ 

煮物等の調理中になべ底び焦げ 
つさ始めたら、自動消火します。 
※センヴー解除機能設定時は除く 

操作ボタンを押し戻して消火操作をしてくだ 
さし、再点乂時は更に焦げつさやすくなりま 
すので、ようすを見ながら調理してください。 

* なべや調理によっては途中で消火する場合 
びあります。 

V 

グ U ル過熱 
防止装置 

グ U ル 

グ U j レ庫内の温度び異常に高く 
なった場合に自動消乂します。 

操作ボタンを押し戻して消火操作をしてくだ 
さい。再点火する場合は、約己分ほど（グ U 
ル庫内の温度び下びるまでの間）待ってから 
点火操作してください D 


※操作ボタン戻し忘れのお知!5せについて 

湯沸かし機能、炊飯機能、コン□タイマー機能、グ U ルタイマー機能び作動し自動消火した場合や、安全装置 
び働さ自動消火した場合は、操作ボタンを押し戻して消火操作をしてください。そのまま操作ボタンを戻し忘 
れると、 ] 分毎に"ピー•ピー•ピー"と3回ブヴーび鳴り、点火確認ランプを点滅させてその箇所をお知らせ 
します。 
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巧管と アフターサービス 

睡* 保管（長期囲ほわないとま） 

① ガスをを閉め、ゴム管をはずず 

② ごみ-ほこりが入! 5 ないようにビニールやテープ等でゴム管□をふさぐ 

③ 巧れを取り除く （ 「点、検とお手入れ」参照） 

④ 乾電池を取りはずず 

⑥箱またはビニール袋等に入れて、湿気やほこりの少ないところに保管ずる 


m 


アフターサービスについて 



■点検•修理を依頼されるとき 

「故障かな？と思ったら」を見てもラー度確認し、それでも直らない 
とさは、お買い上げの販売店かおお<の当社までご連絡ください。 

アフターサービスをお申しつけのときはち記の内容をお知5せください。 

★なお、修理のご依頼は、【電 i 舌】 0120-193-860 でも 

24 時間受付いたしますので、ご利用ください。 


1 . ご住所•ご氏名•電話番号 

2 . 現象(できるだけ詳しく） 

3. 品名•器具名(銘板表示のちの) 

4 . ご購入曰•ガス種 
己.道順•目標 


ご相談窓 □ 

住所 

TEL 

FAX 

j ヒ海道ヴービスコールセンター 
東 d ヒサービスコールセンター 
関東ヴービスコールセンター 
中曰本サービスコールセンター 
近畿サービスコールセンター 
中四国サービスコールセンター 
九州サービスコールセンター 

〒日日 1- 日日 33札幌市北区北3 3条西 7 T 目]-] 

T 983-0041 仙台市宮城野 区 南目館2 日一]日 
干17 日-日日 05東京都豊島区南大塚 3-1 -6 藤枝ビル 目 階 
干 467-8 日85名ち屋市瑞穂区桃園町 目一 2 3 
〒已已 日-日日 13大阪市西区新町 3-13-20 パ □マ アワヴビル2階 
干 732-0804 広島市南 区 西蟹屋 3 T 目 8 - ] 2 
干 812-0016 福岡市博多 区 博多駅南2 - 9 - 1 3 

01 ]-726-2822 
02含ぶ9-1848 
03-3986-0860 

〇已 S -8 S 4 -已] 88 
06-6 己 34-67 己] 
08 S - S 解- 834] 
092-472-0924 

011 -736-7374 
022-238-0838 
03-3986-089 已 

0己 S -824 -己670 
06-6 己 34-67 已已 
08 S -263-2400 
092-471-8400 

受付時間 

平日 9 : 0日〜18 : 30 

±曜日-日曜日•祝日 9 : 00-17 ： 00 (修理受付のみ） 


* 住所-電話番号などは変更することびありますのであらかじめご了承願います。 


■別売部品のごあんない 


次のような別売部品を用意しております。防熱板は「設置について」を 
見て、取り付けかたを確認して<ださい。詳細はお買い上げの販売店か 
おお<の当社までおたずね<ださい。 


炊飯専用鍋 
PRN -51 




両面焼用 
グリルパン焼皿 


冷凍食品用焼網 

揚げちの等の再加熱時に 
ご利用 < ださい。 


■補修用性能部品の保有期間について 



補修用性能部品は当製品製造打ち切り後、日年間保有しております。 

バーナキャップ、煮こぼれカバー U ング、ごとく等び長年のご使用でいたんだ場合にはお買い求めください。 
お買い求めの際は、必ず銘板の器具名をお知らせください。 


■ガスの種類が変わるとを 

ご贈答、転居等によりガスの種類び変わるとさは、ガス器具の調整び必要となりますので、お買い上げの販売店 
かおおくの当社までご連絡ください。この場合、費用は保証期間中でわ有料となります。 


■その他ご不明の点は 

お買い上げの販売店かお近くの当社または「お客様相談室」までご連絡ください。 


_パ□マお客様相談室_干 467-8585 名ち屋市瑞穂区桃園町6番23号_ TEL 052-824-5145 
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仕様 


品 名 

PA -308 ACG-R • PA -308 ACG-L 

PA -308 ACV-R • PA -308 ACV-L 

器具名 

PA -308 ACG-R • PA -308 ACG-L • 

PA -308 ACG -1 R • PA -308 ACG -1 L • 

PA -308 ACV-R • PA -308 ACV-L 

PA -308 ACV -1 R • PA -308 ACV -1 L 

型式名 

E 2-1-30 

E 2-1-36 

種 類 

ガスグ U ル付こんろ 

点乂方式 

連続放電点火 

外形寸法(機器最大） 

高さ 222 X 巾畐己 94 X 奥己04 mm 

質量 (本体） 

18.5 kg 

ガス接続 

09.5 mm ガス用ゴム管 

安全装置 

立消え安全装置-焦げつさ消火機能-調理油過熱防止装置(天ぷら油過熱防止機能） 

消し忘れ消火機能.グ U ル過熱防止装置-グ U ル排気□遮炎装置 

付属部品 

乾電池単]形].5 V に個）-取扱説明書-保証書•取り出しフオーク-お料理集 


使用ガス 
ガスグループ 

ガス消費量 kW 

標準バーナ 

強乂カバーナ 

グリル 

全点乂時 

都 

市 

ガ 

ス 

用 

12A 

2.76 

3.93 

1.73 

8.10 

13A 

2.9 己 

4.20 

1.86 

8.70 

6A 

2.0 己 

3.40 

1.74 

6.80 

5C 

2.30 

2.90 

1.74 

6.40 

U(6B，6C，7C 用） 

2.10 

3.20 

1.74 

6.60 

L2(5A，5AN，5Bffl) 

1.60 

2.60 

1.55 

5.30 

L3(4A，4B，4C 用） 

1.60 

2.30 

1.74 

5.20 

LP ガス用 

2.9 己 

3.50 

1.86 

8.00 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することもあります。 
◎型式名 E2-1-36 は、 LP ガス用、都市ガス用 12A，13A のみです。 


夕が T ミ寸法図逆位: mm ) 
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